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(57)【要約】
【課題】温度センサを用いて複数の冷却ファンを制御す
る際に、うねり音が発生したり、またサーミスタの温度
検出に異常を生じたとき、冷却不足を生じる。
【解決手段】内視鏡光源装置内の１つ以上の温度測定位
置があり、これに対応した１つ以上の冷却手段１０８，
１０９と、複数の温度測定手段１１６，１０５と、測定
された各々の温度に基づき冷却手段の制御値を算出する
第１の冷却制御値算出手段２０２，２０３と、算出され
た第１の冷却制御値に対してファンの配置及び空気の流
れ方で決まる冷却効率に基づき第２の冷却制御値を算出
する第２の冷却制御値算出手段２０２，２０３と、温度
測定された各々の温度に基づく各々の第２の冷却制御値
を比較し、最も冷却能力が高い第２の冷却制御値を選択
する冷却制御値選択手段２０４と、選択された第２の冷
却制御値に基づき全冷却手段を制御する冷却制御手段２
０５，２０６と、を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡光源装置の内部の所定の位置の複数の温度が測定される被測定対象が含まれ、内
視鏡光源装置内を冷却する為の少なくとも１つの冷却手段を備えた内視鏡光源装置であっ
て、
　前記複数の被測定対象の温度を測定する複数の温度測定手段と、
　前記複数の温度測定手段により測定された各々の温度に基づき、前記冷却手段の制御値
を算出する第１の冷却制御値算出手段と、
　前記第１の冷却制御値算出手段で算出された第１の冷却制御値に対して、ファンの配置
及び空気の流れ方で決まる冷却効率に基づき第２の冷却制御値を算出する第２の冷却制御
値算出手段と、
　前記第２の冷却制御値算出手段から出力される、前記複数の温度測定手段により測定さ
れた各々の温度に基づく各々の第２の冷却制御値を比較し、最も冷却能力が高い第２の冷
却制御値を選択する冷却制御値選択手段と、
　前記冷却制御値選択手段により選択された前記第２の冷却制御値に基づき、前記全ての
冷却手段を制御する冷却制御手段と、
　を備えたことを特徴とする内視鏡光源装置。
【請求項２】
　内視鏡光源装置の内部の所定の位置に設けられた少なくとも１つの温度が測定される被
測定対象が含まれ、内視鏡光源装置内を冷却する少なくとも１つの冷却手段を備えた内視
鏡光源装置であって、
　前記被測定対象の温度を測定する温度測定手段と、
　別の被測定対象の温度を測定する別の温度測定手段と、
　前記被測定対象の許容上限温度を記憶する許容上限温度記憶手段と、
　前記別の被測定対象の許容上限温度を記憶する別の許容上限温度記憶手段と、
　前記許容上限温度記憶手段に記憶されている前記許容上限温度と、前記温度測定手段に
より測定された温度とに基づき前記被測定対象の許容温度マージンを算出し、さらにファ
ンの配置及び空気の流れ方で決まる冷却効率に基づき算出された第２の許容温度マージン
と、前記別の許容上限温度記憶手段に記憶されている前記別の許容上限温度と、前記別の
温度測定手段により測定された温度に基づき前記別の被測定対象の別の許容温度マージン
を算出し、さらにファンの配置及び空気の流れ方で決まる冷却効率に基づき算出された別
の第２の許容温度マージンとを比較し、マージンが少ない方の第２の許容温度マージンを
出力する許容温度マージン算出部と、
　前記許容マージン算出部の算出結果に基づき、前記全ての冷却手段を制御する冷却制御
手段と、
　を備えたことを特徴とする内視鏡光源装置。
【請求項３】
　前記温度測定手段は、そのセンサ部分からの異常を検出する手段を備え、
　前記冷却制御手段は、前記温度測定手段が異常を検出した場合、前記冷却手段の冷却能
力を最大にするように制御し、
　前記内視鏡光源装置は、更に、
　前記前記温度測定手段が異常を検出した場合、ユーザーヘ報知する手段と、
　を備えたことを特徴とする請求項１又は２に記載の内視鏡光源装置。
【請求項４】
　前記第１の許容温度マージン算出部は、
　前記内視鏡光源装置の使用温度範囲の下限値を基準とした温度として、許容温度マージ
ンを算出し出力する手段を備えたことを特徴とする請求項２又は３に記載の内視鏡光源装
置。
【請求項５】
　前記第１の許容温度マージン算出部は、前記内視鏡光源装置の使用温度範囲内で設定す
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る基準温度設定手段により設定された温度を基準とした温度として、許容温度マージンを
算出し出力する手段を備えたことを特徴とする請求項２又は３に記載の内視鏡光源装置。
【請求項６】
　前記第１の許容温度マージン算出部は、前記内視鏡光源装置の周辺温度を測定する周辺
温度測定手段より設定された温度を基準とした温度として、許容温度マージンを算出し出
力する手段を備えたことを特徴とする請求項２又は３に記載の内視鏡光源装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡光源装置、詳しくは、複数の温度センサと複数の冷却ファンを備えた
内視鏡光源装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡用光源装置は、電源部を含む電子回路ユニットと光源部ユニットを備え、
両ユニットとも発熱するためにそれぞれのユニットに冷却ファンを配置して冷却すること
が行われている(例えば、特開昭６３－２４０５１３号公報参照)。
【０００３】
　一方、冷却ファンの冷却能力を制御するのに発熱体の温度をサーミスタのような温度セ
ンサで測定し、その測定結果に基づいて冷却ファンの回転速度を制御することが考えられ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開昭６３－２４０５１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、特開昭６３－２４０５１３号公報の内視鏡用光源装置では、複数のファンを
個別の回転速度で制御すると、筐体内部で共振しうねり音が発生する可能性がある。
【０００６】
　また、温度センサを用いてファンの回転速度を制御する場合、サーミスタが正常に温度
検出できないとき、ファンの回転速度が低くなり、冷却不足となる可能性がある。
【０００７】
　そこで、本発明は上記の問題に鑑み、温度センサを用いて複数の冷却ファンの回転速度
を制御する際に、全ての冷却ファンを同じ回転速度で駆動して、うねり音が発生する虞が
なく、しかも高い冷却能力で駆動可能な内視鏡光源装置を提供することを目的とするもの
である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の請求項１の内視鏡光源装置は、内視鏡光源装置の内部の所定の位置の複数の温
度が測定される被測定対象が含まれ、内視鏡光源装置内を冷却する為の少なくとも１つの
冷却手段を備えた内視鏡光源装置であって、前記複数の被測定対象の温度を測定する複数
の温度測定手段と、前記複数の温度測定手段により測定された各々の温度に基づき、前記
冷却手段の制御値を算出する第１の冷却制御値算出手段と、前記第１の冷却制御値算出手
段で算出された第１の冷却制御値に対して、ファンの配置及び空気（風）の流れ方で決ま
る冷却効率に基づき第２の冷却制御値を算出する第２の冷却制御値算出手段と、前記第２
の冷却制御値算出手段から出力される、前記複数の温度測定手段により測定された各々の
温度に基づく各々の第２の冷却制御値を比較し、最も冷却能力が高い第２の冷却制御値を
選択する冷却制御値選択手段と、前記冷却制御値選択手段により選択された前記第２の冷
却制御値に基づき、前記全ての冷却手段を制御する冷却制御手段と、を備える。
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【０００９】
　本発明の請求項２の発明の内視鏡光源装置は、内視鏡光源装置の内部の所定の位置に設
けられた少なくとも１つの温度が測定される被測定対象が含まれ、内視鏡光源装置内を冷
却する少なくとも１つの冷却手段を備えた内視鏡光源装置であって、前記被測定対象の温
度を測定する温度測定手段と、別の被測定対象の温度を測定する別の温度測定手段と、前
記被測定対象の許容上限温度を記憶する許容上限温度記憶手段と、前記別の被測定対象の
許容上限温度を記憶する別の許容上限温度記憶手段と、前記許容上限温度記憶手段に記憶
されている前記許容上限温度と、前記温度測定手段により測定された温度とに基づき前記
被測定対象の許容温度マージンを算出し、さらにファンの配置及び空気の流れ方で決まる
冷却効率に基づき算出された第２の許容温度マージンと、前記別の許容上限温度記憶手段
に記憶されている前記別の許容上限温度と、前記別の温度測定手段により測定された温度
に基づき前記別の被測定対象の別の許容温度マージンを算出し、さらにファンの配置及び
空気の流れ方で決まる冷却効率に基づき算出された別の第２の許容温度マージンとを比較
し、マージンが少ない方の第２の許容温度マージンを出力する許容温度マージン算出部と
、前記許容マージン算出部の算出結果に基づき、前記全ての冷却手段を制御する冷却制御
手段と、を備える。
【００１０】
　本発明の請求項１又は２において、前記温度測定手段は、そのセンサ部分からの異常を
検出する手段を備え、前記冷却制御手段は、前記温度測定手段が異常を検出した場合、前
記冷却手段の冷却能力を最大にするように制御し、前記内視鏡光源装置は、更に、前記前
記温度測定手段が異常を検出した場合、ユーザーヘ報知する手段と、を備える。
【００１１】
　本発明の請求項２又は３において、前記第１の許容温度マージン算出部は、前記内視鏡
光源装置の使用温度範囲の下限値を基準とした温度として、許容温度マージンを算出し出
力する手段を備える。
【００１２】
　本発明の請求項２又は３において、前記第１の許容温度マージン算出部は、前記内視鏡
光源装置の使用温度範囲内で設定する基準温度設定手段により設定された温度を基準とし
た温度として、許容温度マージンを算出し出力する手段を備える。
【００１３】
　本発明の請求項２又は３において、前記第１の許容温度マージン算出部は、前記内視鏡
光源装置の周辺温度を測定する周辺温度測定手段より設定された温度を基準とした温度と
して、許容温度マージンを算出し出力する手段を備える。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、温度センサを用いて複数の冷却ファンの回転速度を制御する際に、全
ての冷却ファンを同じ回転速度で駆動して、うねり音が発生する虞がなく、しかも高い冷
却能力で駆動可能な内視鏡光源装置を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１の実施形態の内視鏡光源装置の上面カバーを除いた状態での概略的
な平面図。
【図２】内視鏡光源装置の筐体の排気口から吸気口への排気熱の回り込みを防ぐための仕
切り兼筐体補強部材を示す断面図。
【図３】内視鏡光源装置の電気的な回路構成を示すブロック図。
【図４】制御回路部内のファン制御部の構成を示すブロック図。
【図５】許容温度マージンを説明する図。
【図６】許容温度マージン対ファン回転速度の関係を示す図。
【図７】本発明の第２の実施形態の内視鏡光源装置を示すブロック図。
【図８】コネクタの排水構造の断面図。
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【図９】２系統のハーネスのうちの１つのハーネスの構成を示す斜視図。
【図１０】図９のハーネスを含んだ内視鏡光源装置全体の断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。　
［第１の実施形態］
　図１は本発明の第１の実施形態の内視鏡光源装置の上面カバーを除いた状態での概略的
な平面図を示し、図２は内視鏡光源装置の筐体の排気口から吸気口への排気熱の回り込み
を防ぐための仕切り兼筐体補強部材の断面図を示している。
【００１７】
　図１において、内視鏡光源装置１００は、筐体１０１と、筐体１０１に配設された吸気
口１０１ａと、筐体１０１に配設された排気口１０１ｂと、内視鏡光源装置１００内に電
力を供給する電源装置１０２と、制御回路基板で構成され、内視鏡光源装置１００を制御
する制御回路部１０３と、内視鏡先端へ光を供給するためのランプを内蔵したランプ部１
０４と、ランプの近傍に設けられて、ランプの温度を監視するための温度測定手段(温度
センサ)としてのサーミスタ１０５と、サーミスタ１０５と制御回路部１０３とを接続す
るケーブル１０６と、電源装置１０２内に設けられて、電源装置の温度を監視するための
別の温度測定手段(温度センサ)としての別のサーミスタ１１６(図３参照)と、別のサーミ
スタ１１６と制御回路部１０３とを接続するケーブル１０７と、電源装置１０２内に配設
され、電源装置１０２内部を冷却するための冷却手段としての電源用冷却ファン(以下、
電源ファン)１０８と、ランプ部１０４に隣接して配設され、ランプを冷却するための別
の冷却手段としてのランプ用冷却ファン(以下、ランプファン)１０９と、通風路１１０と
、ランプ部１０４の光出射側の前方に配設された円盤状の回転体に光学フィルタを配して
構成される光学フィルタ部１１１と、フロントパネル１１２と、内視鏡光源装置１００の
フロントパネル１１２に配設されたライトガイド接続用のコネクタ部１１３と、制御回路
部１０３とフロントパネル１１２とを電気的に接続するケーブル１１４と、を備えている
。
【００１８】
　なお、内視鏡光源装置１００の排気口１０１ｂから排気される熱が吸気口１０１ａに回
り込んでしまい、筐体１０１内部の温度が上昇してしまうのを防止する手段として、図２
に示すような仕切り兼筐体補強部材１１７を筐体下面１０１ｃに配設している。
【００１９】
　筐体１０１の下面１０１ｃに筐体補強用の凸状体を設ける場合に、筐体下面側の筐体補
強用又は外装体補強用に設けられる凸状体(１１７)に排気熱回り込み防止用の仕切り機能
を持たせる。これにより、排気口１０１ｂと吸気口１０１ａの間を塞ぎ筐体下面側のスペ
ースを通して排気口１０１ｂの熱が吸気口１０１ａに回り込むのを防止しかつ筐体下面又
は外装体下面を補強することが可能となる。
【００２０】
　図３は内視鏡光源装置１００の電気的な回路構成のブロック図を示し、図４は制御回路
部１０３内のファン制御部１０３Ａの一構成例のブロック図を示している。図１と同一部
分には同一符号を付してある。
【００２１】
　図３において、内視鏡光源装置１００は、内視鏡光源装置１００内に電力を供給する電
源装置１０２と、制御回路基板で構成され、内視鏡光源装置１００を制御する制御回路部
１０３と、制御回路部１０３内に設けられたファン制御部１０３Ａと、内視鏡先端へ光を
供給するためのランプを内蔵したランプ部１０４と、ランプの近傍に設けられ、ランプの
温度を監視するための温度測定手段(温度センサ)としてのサーミスタ１０５と、サーミス
タ１０５と制御回路部１０３とを接続するケーブル１０６と、電源装置１０２内の温度を
監視するための別の温度測定手段(温度センサ)としての別のサーミスタ１１６と、別のサ
ーミスタ１１６と制御回路部１０３とを接続するケーブル１０７と、電源装置１０２内に
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配設され、電源装置１０２内部を冷却するための冷却手段である電源ファン１０８と、ラ
ンプ部１０４に隣接して配設され、ランプを冷却するための別の冷却手段であるランプフ
ァン１０９と、を備えている。
【００２２】
　図３において、電源装置１０２は、サーミスタ１１６が付設された電源回路１１５と、
電源ファン１０８とを備えている。電源回路１１５からは、制御回路部１０３へ制御電力
が供給され、ランプ部１０４へはランプ電力が供給される。また、電源ファン１０８及び
ランプファン１０９へも電源供給が可能となっている。制御回路部１０３は、電源ファン
１０８及びランプファン１０９の回転パルスを受けて各々の回転数(回転速度)を監視する
一方、電源回路１１５の近傍のサーミスタ１１６及びランプ部１０４の近傍のサーミスタ
１０５からの各々のサーミスタ出力を受けて各温度を監視し、電源ファン１０８及びラン
プファン１０９へファン制御信号を送って電源ファン１０８及びランプファン１０９の駆
動を制御する。
【００２３】
　図４において、ファン制御部１０３Ａは、電源側サーミスタ１１６及びランプ側サーミ
スタ１０５の各出力に基づいて電源内部温度データ及びランプ温度データを生成する温度
測定手段の一部としてのサーミスタ制御部２０１と、電源側の第１及び第２の冷却制御値
算出手段としての電源側温度データ加工部２０２と、ランプ側の第１及び第２の冷却制御
値算出手段としてのランプ側温度データ加工部２０３と、冷却制御値選択手段としての比
較部２０４と、冷却制御手段としての電源ファン回転速度制御信号生成部２０５と、別の
冷却制御手段としてのランプファン回転速度制御信号生成部２０６と、エラー検出部２０
７と、ＣＰＵ２０８と、を備えている。なお、温度測定手段は、温度センサであるサーミ
スタ１１６及び１０５のほかにサーミスタ制御部２０１も含んでいる。また、エラー検出
部２０７はサーミスタ制御部２０１の一部に含めてもよい。
【００２４】
　電源側温度データ加工部２０２は、サーミスタ制御部２０１から出力する電源側温度デ
ータをもとに電源内部を冷却するために必要な電源ファン１０８の回転速度を決定し、電
源側の冷却制御値として第１の電源ファン回転速度を算出する。また更に、その冷却制御
値に対して電源側のファンの配置や空気の流れ方で決まる冷却効率を乗算して第２の電源
ファン回転速度を算出して出力する。
【００２５】
　ランプ側温度データ加工部２０３は、電源側と同様に、サーミスタ制御部２０１から出
力するランプ側温度データをもとにランプを冷却するために必要なランプファン１０９の
回転速度を決定し、ランプ側の冷却制御値としてランプファン回転速度を算出する。また
更に、その冷却制御値に対してランプ側のファンの配置や空気の流れ方で決まる冷却効率
を乗算して第２のランプファン回転速度を算出して出力する。
【００２６】
　比較部２０４は、電源側温度データ加工部２０２からの第２の電源ファン回転速度とラ
ンプ側温度データ加工部２０３からの第２のランプファン回転速度を入力し、回転速度が
高い方を選択し、後段の電源ファン回転速度制御信号生成部２０５及びランプファン回転
速度制御信号生成部２０６の両方に出力する。　
　ここでは、比較部２０４の結果より電源ファン回転速度の方が回転速度は高いこととし
、以降説明する。
【００２７】
　電源ファン回転速度制御信号生成部２０５は、電源ファン１０８から入力する回転パル
ス信号をもとに実際(現在)の電源ファン回転速度を算出する。算出した値と比較部２０４
から入力した電源ファン回転速度を比較し、実際の電源ファン回転速度が低ければ電源フ
ァン１０８の回転速度を上げるように制御する。逆に実際の電源ファン回転速度が高けれ
ば電源ファン１０８の回転速度を下げるように制御する。　
　ランプファン回転速度制御信号生成部２０６も、電源ファン回転速度制御信号生成部２
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０５と同様にランプファン１０９から入力する回転パルス信号をもとに実際(現在)のラン
プファン回転速度を算出し、算出した値と比較部２０４から入力した電源ファン回転速度
を比較し、実際のランプファン回転速度が低ければランプファン１０９の回転速度を上げ
るように制御する。逆に実際のランプファン回転速度が高ければランプファン１０９の回
転速度を下げるように制御する。つまり、電源ファン回転速度をもとにランプファン１０
９の回転速度を制御する。
【００２８】
　また、エラー検出部２０７は、電源側サーミスタ１１６の出力とランプ側サーミスタ１
０５の出力を監視し、どちらか一方でも異常な値であった場合にはＣＰＵ２０８ヘサーミ
スタエラーを通知し、ＣＰＵ２０８はユーザー報知するためにフロントパネル１１２のＬ
ＥＤ点滅や図示しないビデオプロセッサヘエラー情報を送信する。エラー検出部２０７で
サーミスタエラーが検知された場合、電源ファン回転速度制御信号生成部２０５及びラン
プファン回転速度制御信号生成部２０６はファンの冷却能力を最大にするように電源ファ
ン１０８及びランプファン１０９を制御する。
【００２９】
　なお、電源ファン１０８及びランプファン１０９は回転状態を示す回転パルスを出力し
て制御回路部１０３へ供給する。制御回路部１０３は供給される回転パルスに基づいてフ
ァン回転数を監視(検出)しており、各ファンの異常か正常かを判定するために検出される
回転数に閾値を設け、少なくとも一方のファンの回転数が閾値を下回ったらファンに異常
が発生したとしてＬＥＤ点滅などでユーザーに報知することが可能である。
【００３０】
　次に、電源側温度データ加工部２０２及びランプ側温度データ加工部２０３におけるフ
ァン回転速度算出方法の一例を説明する。
【００３１】
　上述の構成において、サーミスタ制御部２０１は電源側サーミスタ出力とランプ側サー
ミスタ出力から取り込んだ値から電源内部温度とランプ温度を算出する。電源側温度デー
タ加工部２０２は、現在の電源内部温度から電源内部の許容温度マージンを算出する。
【００３２】
　電源内部の許容温度マージンは、図５に示すように開始温度と上限温度(許容可能な最
大温度或いは最大の定格温度)との差をＡ、開始温度と現在温度との差をＢ、現在温度と
上限温度との差をＣとすると、
　　　　電源内部の許容温度マージン＝Ｃ／Ａ
として求められる。開始温度をどのように決めるかについては３つ方法が考えられる。第
１は、開始温度を、内視鏡光源装置の使用温度範囲の下限値(温度の基準である０度)を基
準とした温度とする方法、第２に、開始温度を、内視鏡光源装置の使用温度範囲内で設定
する基準温度設定手段(例えばキーボード)によりユーザーにて設定された温度を基準とし
た温度とする方法、第３に、開始温度を、内視鏡光源装置の周辺温度を測定する周辺温度
測定手段より測定して設定された装置使用時の温度を基準とした温度とする方法、である
。なお、第１の方法は、マージンの値として小さな値となるので数値として扱いにくい面
がある。第３の方法では光源装置使用時の基準温度として装置外部に設けた温度センサで
検出した温度であってもよい。
【００３３】
　ランプ側温度データ加工部２０３も同様にしてランプの許容温度マージンを算出する。
【００３４】
　電源側温度データ加工部２０２及びランプ側温度データ加工部２０３はいずれも、図６
に示すような許容温度マージン対ファン回転速度の関係を示す変換テーブルを有していて
、電源内部又はランプの許容温度マージンが上述の算出法により算出されると、次に図６
の変換関係を用いてその許容温度マージンに対応した電源側又はランプ側のファン回転速
度を算出して出力する。
【００３５】
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　比較部２０４は、算出された電源側のファン回転速度とランプ側のファン回転速度とを
比較し、ファン回転速度の大きい方をランプファン回転速度制御信号生成部２０５及びラ
ンプファン回転速度制御信号生成部２０６の両方へ出力する。つまり、比較部２０４は、
電源ファン回転速度又はランプファン回転速度のうちのマージンの小さい方のファン回転
速度(換言すればファン回転速度の大きい方)を出力して、ランプファン回転速度制御信号
生成部２０５及びランプファン回転速度制御信号生成部２０６へ供給する。
【００３６】
　ランプファン回転速度制御信号生成部２０５及びランプファン回転速度制御信号生成部
２０６では入力した大きい方のファン回転速度に対応したファン制御信号を生成する。本
実施形態では、ファン制御信号として例えばＰＷＭ信号を使用し、ＰＷＭ信号でファン１
０８及び１０９の回転速度を制御することになる。
【００３７】
　第１の実施形態によれば、温度センサを用いて複数の冷却ファンの回転速度を制御する
際に、最も高い冷却を必要とする発熱体の冷却ファンと同じ回転速度で他の全ての複数の
冷却ファンを回転駆動し、高い冷却能力でかつうねり音が発生する虞のない内視鏡光源装
置を提供することができる。
【００３８】
［第２の実施形態］
　図７は本発明の第２の実施形態の内視鏡光源装置を示すブロック図である。　
　第１の実施形態における図４のファン制御部１０３Ａでは、電源側温度データ加工部２
０２及びランプ側温度データ加工部２０３からは許容温度マージンを算出しこれをファン
回転速度に変換してから比較部２０４に出力していた。
【００３９】
　これに対して、本第２の実施形態におけるファン制御部１０３Ｂでは、電源側温度デー
タ加工部２０２ａ及びランプ側温度データ加工部２０３ａはそれぞれ電源側の許容上限温
度を記憶する許容上限温度記憶手段と、ランプ側の別の許容上限温度を記憶する別の許容
上限温度記憶手段とを備えている。そして、電源側温度データ加工部２０２ａ及びランプ
側温度データ加工部２０３ａはそれぞれ、電源側及びランプ側の許容上限温度と、電源側
及びランプ側の測定温度に基づき、電源側及びランプ側の第１の許容温度マージンを算出
し、さらに算出された電源側及びランプ側の第１の許容温度マージンそれぞれに対して、
電源側及びランプ側のファンの配置及び空気の流れ方で決まる冷却効率を乗算して電源側
及びランプ側の第２の許容温度マージンを算出し、これらの第２の許容温度マージンのま
ま(回転速度ではなく)比較部２０４ａへ出力する構成としたものである。
【００４０】
　比較部２０４ａでは、電源側第２の許容温度マージンとランプ側第２の許容温度マージ
ンを比較し、許容温度マージンが小さい方を冷却制御手段としての電源ファン回転速度制
御信号生成部２０５ａ及びランプファン回転速度制御信号生成部２０６ａの両方へ出力す
る。
【００４１】
　電源ファン回転速度制御信号生成部２０５ａ及びランプファン回転速度制御信号生成部
２０６ａでは入力した許容温度マージンから図６に示した変換テーブルを用いてファン回
転速度を決定した後、ファン回転速度に対応したファン制御信号を生成して出力する。
【００４２】
　従って、本第２の実施形態は、以下のように表現することができる。　
　すなわち、第２の実施形態は、内視鏡光源装置の内部の所定の位置に設けられた少なく
とも１つの温度が測定される被測定対象が含まれ、内視鏡光源装置内を冷却する少なくと
も１つの冷却手段を備えた内視鏡光源装置であって、前記被測定対象の温度を測定する温
度測定手段と、別の被測定対象の温度を測定する別の温度測定手段と、前記被測定対象の
許容上限温度を記憶する許容上限温度記憶手段と、前記別の被測定対象の許容上限温度を
記憶する別の許容上限温度記憶手段と、前記許容上限温度記憶手段に記憶されている前記
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許容上限温度と、前記温度測定手段により測定された温度とに基づき前記被測定対象の許
容温度マージンを算出し、さらにファンの配置及び空気の流れ方で決まる冷却効率を乗算
して算出された第２の許容温度マージンと、前記別の許容上限温度記憶手段に記憶されて
いる前記別の許容上限温度と、前記別の温度測定手段により測定された温度に基づき前記
別の被測定対象の別の許容温度マージンを算出し、さらにファンの配置及び空気の流れ方
で決まる冷却効率を乗算して算出された別の第２の許容温度マージンとを比較し、マージ
ンが少ない方の第２の許容温度マージンを出力する許容温度マージン算出部と、前記許容
マージン算出部の算出結果に基づき、前記全ての冷却手段を制御する冷却制御手段と、を
備えたものである。
【００４３】
　第２の実施形態によれば、温度センサを用いて複数の冷却ファンの回転速度を制御する
際に、最も高い冷却を必要とする発熱体の冷却ファンと同じ回転速度で他の全ての複数の
冷却ファンを回転駆動し、高い冷却能力でかつうねり音が発生する虞のない内視鏡光源装
置を提供することができる。
【００４４】
　なお、本発明に係る内視鏡光源装置は、以上述べた構成に加えて下記図８，図９及び図
１０に示す構造を備えていてもよい。　
　図８はコネクタの排水構造の断面図を示している。
【００４５】
　図８に示すように、光源装置のリアコネクタ１２１用の開口部１２２から水が侵入し装
置内部に水がたまる。水の蓄積によって最悪の場合、絶縁破壊を引き起こす課題があった
。リアコネクタ用開口部１２２から侵入した水が装置内部まで侵入しないように、開口部
１２２近傍に排水機構を設けた。ここで言う排水機構とは、コネクタ固定用部材１２３に
水の経路を規制する溝１２４を付け、排水口として新たに孔を開けずに他のコネクタ用の
開口部１２５を排水口として利用するものである。
【００４６】
　図９は患者ハーネスと呼ばれる患者の体内に挿入されるハーネスの構成を示す斜視図で
あり、図１０は図９のハーネスを含んだ内視鏡光源装置全体の断面図を示している。　
　図９及び図１０に示すように、光源装置１００の内部には患者ハーネス１３０が引き込
まれているが、この患者ハーネス１３０がノイズの影響を受け、ＥＭＣ(Electro-Magneti
c Compatibility) (電磁環境両立性) 規格を満足しないという課題があった。患者ハーネ
ス１３０は信号線１３１を絶縁チューブ１３２で被覆し更にその外周をシールド１３３で
被覆した構造となっている。そして、患者ハーネス１３０のシールド１３３部分を光源装
置１００のシャーシ１４０に接地(グランド)することによって、光源装置１００内におけ
るノイズの影響を避けることが可能となる。
【００４７】
　また、複数の温度センサの少なくとも１つが許容量を超えたら全てのファンを最大で駆
動してもよい。　
　尚、本光源装置の筐体ＧＮＤと共通でないグランドＧＮＤを持つ、例えば、患者ＧＮＤ
基板を、本装置内に配置し、その基板内に温度センサを設けても良い。この場合、ファン
制御の為の信号を、本装置の制御を行っている本装置の筐体ＧＮＤと共通の基板に伝達す
ることになるが、ＧＮＤが異なる基板間の信号伝送を行う素子、例えば、フォトカプラ等
、を削減する為、患者ＧＮＤ基板内において、患者ＧＮＤ基板内に存在する全て、又は、
一部の温度センサの出力を確認し、所定の判断基準に基づき判断した結果、正常か異常か
を示す出力信号のみを本装置の筐体ＧＮＤと共通の基板に伝送してもよい。所定の判断基
準とは、例えば、患者ＧＮＤ基板内に存在する温度センサの出力の１つ以上が異常である
場合に異常信号を出力する等がある。異常である温度センサが２つ以上の場合に、異常信
号を出力してもよい。
【符号の説明】
【００４８】
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　１００…内視鏡光源装置、１０２…電源装置、１０３…制御回路部、１０３Ａ…ファン
制御部、１０４…ランプ部、１０５，１１６…サーミスタ(温度測定手段)、１０８，１０
９…ファン(冷却手段)、２０１…サーミスタ制御部(温度測定手段)、２０２，２０３…温
度データ加工部(第１及び第２の冷却制御値算出手段)、２０４…比較部(冷却制御値選択
手段)、２０５，２０６…ファン回転速度制御信号生成部(冷却制御手段)。
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